
29～30 年度 第 1 回  (一社)神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 
開催日時 平成 29 年 4 月 17 日（月） 会 場  神奈川県建築士事務所協会 会議室 

出 席 者 

担当理事兼副委員長 根岸光司 
委 員 長  寺本 勉 
副委員長  大沢 匠 
委  員  小澤勝美  山口 徹  小島紀雄  小笠原修司 

岡崎秀祐  大西智子  三橋 要  稲葉 勉  （書記：三橋委員）                        

議  事  

１．あいさつ ・根岸担当理事  ・寺本委員長 

 

２．各種報告 

 ①前回議事録の確認 

②湯河原町関係 

 ・トヨタ財団への助成申請結果が不可であったため、別途、町へアプローチを行っている。 

③伊勢原市関係 

 ・仮の報告書を提出済み。本日取り纏め作業を行う。 

 ・３年目の成果品をどうするのか。 

 ・大山講の実施を今夏前後に計画する。 

④相模原市関係 

 ・景観整備機構指定に関する申請書は未提出の状態。現在、市と調整を行っている。 

⑤藤沢市関係 

 ・バスツアー実施に向けた打合せを新たに行う。 

⑥日事連関係 

 ・『日事連』４月号に神奈川会の活動内容が掲載された。 

 

３．議  題 

（１）景観整備機構になるための準備と業務（７項目）について 

①伊勢原市 

   ◇協働事業２年目について、３年目について 

・伊勢原市都市総務課からのメール内容を確認 

   ◇協働事業３年目の方向性について 

・域外の方に対するビュースポットマップの方法論 

・神事協の組織やライオンズクラブ、ロータリー等の利用 

・域外の方の写真を収集。話題性と商品 

・駅前でアンケート調査（観光案内所等） 

・市観光課や観光協会で調査を行っているか確認 

・カメラ団体をチェック 

・ツアー客、団体をチェック（ＪＴＢ、小田急、神奈中など） 

・伊勢原市における過去の写真展等の開催有無を確認 

 ◇協働事業３年目の方向性について 

・基本的にはＡ３両面のマップ形式とする。（テーマ別景観ビュースポットマップ） 

・４つ折りにして、マップ、写真を掲載 

・３テーマはＯＫ。ＭＡＰをテーマ別に作るか？「ルート」をはずす。 

・各チーム再調査をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁へ 

 



 

・写真は１６枚ずつセレクトする。 

・表紙、裏面の活用について 

      ・３つのテーマがわかるように 

      ・４つのゾーンの説明 

      ・景観の説明 

      ・専門家（建築士）セレクション 

      ・発行、メモ欄、文献情報 

 ◇今後の工程について 

・チームごとの作成作業      ～5/7（日） 

・レイアウト調整作業        5/8（月）～5/14（日） 

・完成（次回委員会時）      5/15（月） 

 

４．その他 

 

（１）次回の委員会開催について 

・開催日程 平成 29年 5月 15日（月）15:00～ 神事協 会議室にて 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



29～30 年度 第 2 回 一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 

開催日時 平成 29 年 5 月 15 日（月） 会 場 神奈川県建築士事務所協会 会議室 

出 席 者 

担当理事兼副委員長 根岸光司 
委 員 長 寺本 勉 
委 員 平山正義  山口 徹  須山 愛  小島紀雄  小笠原修司  稲葉 勉 
オブザーバー  藤岡 裕                      （書記：稲葉勉） 

 
○あいさつ   寺本委員長挨拶、平山委員挨拶 
 
○オブザーバー紹介 藤岡裕（藤沢支部）氏 
 
○各種報告 
・前回議事録の確認 前回議事録参照 
・６月２日に事務所協会総会があります。 
 
○議題 
（１）景観整備機構なるための準備と業務 

①伊勢原市（協働事業、２年目の成果品作成と３年目に向けて、大山講） 
・市民向けのリーフレット、個人情報が目立たないように気を付ける。 
・３年目の方向性、市外、外からくる方に向けたもの。駅前アンケート等、カメラ団体 
・大山講、「布招き」とはパンフ紹介 

 
②湯河原（温泉櫓と河川の景観資源調査事業） 

  ・トヨタ財団への助成申請は不採択となったが、「湯河原の豊かな景観をいかす」温泉櫓と河川の景

観資源調査事業・企画書整備マニュアルの作成に 20 万円ほど町から助成される見通しとなった。

（長谷川支部長より町長へ要請していただいた結果。） 
 

・別件で社会貢献事業振興基金助成申請（神奈川県建築安全協会）へ、「安全な道と景観の創出」事  

業として 300 万円を申請中。（安全にかかわること） 
６か所程度で調査。申請が採択されれば、いくらか予算も回せると思う。 
ひと月程度で採択の結果が出る。 

 
皆さんの感じたこと。 
・寺本 

いままでの経過説明。４年前に「湯河原まちあるき」がきっかけで、平山委員より櫓と景観の話

について提案をいただいた。 
・小島 

富士屋旅館はなぜファンドが付いたのか。知人川崎別荘。 
・小笠原 

櫓はどこにあるか気が付かなかった。また行ってみたい。 
・藤岡 

昔バイク、車で良く通り抜けた町。櫓をストーリー付け。櫓巡り、由来、所有者分け、歴史調査。 
・須山 

別荘マンション所有のお客様あり。別荘仲間とよく話を聞く。地元の面白いお店を知っている。 
・山口 

川の配管、廃墟になった建物の利用方法。川を水遊びができるよう活用したい。観光特区にする。 
・根岸 

あまり印象がないが、別荘が多い町。 
・平山 

県西支部の協力が必須。支部事業としての位置付けができないか検討を依頼する。 
次頁へ 

 



 
③藤沢市 
整備機構を目指しているのならと、市から提案をいただく。 
毎年やっていることに予算化できることもあり、委員会で協力してもらえるとありがたい。 
藤沢市との連携 → まちあるき市民景観ファーラム、バス＆まちあるきツアーの企画 

 
④相模原市（協働事業） 
二つ採択を受ける。 

1.魅力ある商店街を育てる景観まちづくり事業・・・まず商店街の調査 
   2.空き家を活かしたしくみと暮らしやすいまちづくり事業・・概要の伝達   
  整備機構としての実績づくり。 

市としては大きくやるなら条例化、そうでなければ細則で補完。前向きに考えている。 
 
 

○次回委員会 6 月 19 日 15 時より 
 

以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



29～30 年度 第 3 回 一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 

開催日時 平成 29 年 6 月 19 日（月） 会 場 神奈川県建築士事務所協会 会議室 

出 席 者 

担当理事  梅原義信 
委 員 長  寺本 勉 
副委員長  大沢 匠 
委 員  平山正義  根岸光司  廿日出頼秀 須山 愛  小島紀雄  小笠原修司 

藤岡 裕  岩間幸司  岡﨑秀祐  大西智子  三橋 要  稲葉 勉 
                          （書記：須山委員） 

 
○あいさつ   寺本委員長挨拶 
 
○各種報告 
1.委員自己紹介（新委員の紹介）および委員の退任について 
  （新委員） 
    担当理事：梅原義信（横浜） 
    委  員：根岸光司（横浜）、廿日出頼秀（横浜）、藤岡裕（藤沢）、岩間幸司（藤沢） 

（退任委員） 
山口徹（横浜） 

 
2.委員会事業について 

・発足から現在までの委員会事業について 
・現在および過去に実施した『まちあるき』の紹介（湯河原、横須賀、川崎、相模原、伊勢原、藤沢） 
・県内各地域のブロック支部と共働を図るべく、当委員会がブロック支部委員会の傘下組織となった。 

 
3.前回議事録の確認 
 
4.その他 
・１１月の委員会開催日を変更  変更前 11/20 → 変更後 11/13 

 ・年間スケジュールの確認 
 
 
○議題 
（１）正副委員長の継続・互選について 

新年度体制の発足に伴い、正副委員長の互選がなされ、下記の通り決定された。 
・委員長 寺本勉 
・副委員長（４名）大沢匠、岡崎秀祐、小笠原修司、須山愛 

 
（２）今後の委員会事業の進め方について 
 委員会規程の読み合わせ行い、改めて事業内容の確認がなされた。 
 
（３）景観整備機構の指定に向けた準備と業務 
①安全なみち空間景観資源利活用調査事業（安全協会助成決定） 
 ・神奈川県建築安全協会の「社会貢献事業に対する助成金制度」へ応募したところ、１０３万円の 
  助成が採択された。 
 ・事業期間は２年間(〜平成３１年３月)。 

   「みち」の通行だけではなく、にぎわいを創出するような多様な使い方、場所をまとめる。 
 ・事業エリアは県内６か所。 

 
②伊勢原市（協働事業２年目の成果品作成と３年目に向けて） 

  （ビュースポットマップ） 
 伊勢原市よりチェックバックがなされ、専門家目線がわかりづらいので、キャプションを増やし 

てほしいとの要望があり、修正することとした。 
次頁へ 
 



 
  （３年目について） 
    ・外からの人の目線で考える。（来訪者、旅行会社等） 
    ・アンケートをとるなら、人が多い時期に。（11/13、14 道灌祭り） 
    ・インスタグラム、ハッシュタグの活用 
    ・写真コンテスト（市内部門だけではなく、市外部門を作ってもらう） 
    ・スタンプラリー 
    ・商店街や小田急などへ協賛を呼びかけるなど 
 

③伊勢原市（大山講の実施へ向けて） 
  ・担当：根岸委員、三橋委員 
  ・企画書を作成し、理事会に上程する。 
  ・7/7 古宮旅館に概算を聞きに行く。 
  ・20 名くらいは集めたい。（各支部から 2～3 人） 
 

④相模原市（景観整備機構の指定に関して） 
  ・申請書の提出については、既に神事協理事会にて承認を得ている。 
  ・当該事業の実施者（名簿）は、今までの『まちあるき』や講習会の参加者とする。（約８０名） 
  ・実施内容により、都度プロジェクトチームを設けて対応する。 
 

⑤相模原市（協働２事業 調査票の検討） 
  ・対象→市内の商店街 ５７ヶ所 
  ・１チーム５人以上にて対応 
  ・調査項目（文献調査、現地調査、アンケート調査） 
    ・交通量、属性、定点、時間帯 
    ・アンケートの実施（商店街がどこを目指しているのか） 
    ・駐車スペース 
  ・商業統計調査を入手する 
 

⑥藤沢市 （藤沢市との今年度の連携・まちあるき（バスツアー）） 
・担当：小笠原副委員長、藤岡委員、岩間委員 
・フォーラムについては、今年度予算のため、今後の動きを具体化する。 

 
⑦湯河原町（温泉櫓と河川の景観資源調査事業（湯河原町助成決定）） 

  ・担当：平山委員、稲葉委員、大西委員 
  ・湯河原町より２０万円が助成されることとなった。 
  ・温泉櫓の実態調査とアンケート収集を行う。 
  ・中西先生をお招きし、勉強会を行う。 
  ・富士屋旅館の再生事業について、浜銀主体で資金調達ができた。 
 
（４）その他 
 
 ○すまい・まちづくりシンポジウム 2017（7/7 開催）の案内 
 

○次回委員会 7 月 10 日（月） 15 時より 
 

以上 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



29～30 年度 第 4 回  (一社)神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 
開催日時 平成 29 年 7 月 10 日（月） 会 場  神奈川県建築士事務所協会 会議室 

出 席 者 

担当理事  梅原義信  
委 員 長  寺本 勉 
副委員長  大沢 匠  岡崎秀祐  小笠原修司 
委  員  平山正義  根岸光司  小島紀雄   大西智子  廿日出頼秀 

三橋 要  稲葉 勉  藤岡 裕    （書記 小笠原） 
議  事  

１．あいさつ 

・梅原担当理事  

 

２．各種報告 

 ①ブロック支部委員会の内容報告 

  ・当委員会がブロック支部委員会に属することになった意味づけの確認をした。 

  ・行事予定について 

   青年交流委員会、BBQ、スポーツ大会、インスペクター講習等 

②前回議事録の確認 

③バスツアー等、旅行業法に抵触する恐れのある事業は旅行業者をかませる等の対応が必要、 

 平塚市等で事業中止の事案が発生している。 

④相模原で国交省主催の「空き家活用」のセミナーが開催される。（11/11） 

   

３．議  題 

 (1) 安全なみち空間景観資源利活用調査事業（安全協会助成事業） 

  ①総・財務委員会にて予算上の問題が議論されたが問題なしという結論の方向 

   -予算も含め２年度に渡る事業 

  ②整備機構指定を目指している 6 自治体の中の「みち」を選択して調査する。 

   ｅｘ．湯河原における湯元通り、伊勢原駅前の再開発関連等 

  ③調査の方法等、たたき台を正副委員長で固めたい。 

  

（2）伊勢原市（協働事業２年目の成果品作成と３年目に向けて） 

  ①２年目の成果品作成 

   各テーマ 13 枚の写真を 8 枚に絞り、余ったスペースにコメントを 100 字程度 

    加える。各担当、１週間程度で案を作る。 

  ②３年目事業-主な意見 

   ・自動車、電車、バスからの目線（伊勢原が近づくにつれて見える景色） 

   ・藤沢バスツアーの利用 

   ・小田急・市の観光課の情報を活用 

   ・大山講（他の講を含む）の活用 

      

(3) 伊勢原市（大山講の実施へ向けて） 

 ・スケジュール 

   9/15ａｍ 説明会（事前に理事会承認）、12/8～9 大山詣  

 ・先導師は古宮惣佐衛門とする。 

 ・発起人の名義を再確認する。 

 

 (4) 相模原市（協働２事業 調査実施について） 

  景・まち委員会委員も調査に参加する。 

 

 (5) 藤沢市 （藤沢市との今年度の連携・まちあるき（バスツアー）） 

  藤沢市にて日程調整中 

 

 

 

 



 

 

 (6) 湯河原町（温泉櫓と河川の景観資源調査事業（湯河原町助成決定）） 

 ・８月の委員会に先立ち（13 時）中西先生にレクチャーをしてもらう。 

   先生の方は古民家再生のプロと接触を持ちたい意向もある。 

・富士屋旅館の再生事業のＳＰＣも建築のプロとの接触を求めている。 

 ・これらの人脈をうまく繋げていきたい。 

 ・次回委員会会議で、上記と当委員会のプロジェクトとうまく関連づけていきたい。 

   

４．その他 

  ・次回委員会開催日程 平成 29 年 8 月 21 日（月）15：00～ 神事協事務局にて 

   ＊１３時より中西先生のレクチャーがあります。 

 

以上 

 

 



29～30 年度 第 5 回 一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 

開催日時 平成 29 年 8 月 21 日（月） 会 場 神奈川県建築士事務所協会 会議室 

出 席 者 

担当理事  梅原義信 
委 員 長  寺本 勉 
副委員長  大沢 匠  須山 愛  小笠原修司  岡崎秀祐 
委 員  平山正義  根岸光司  廿日出頼秀  小島紀雄  藤岡 裕  岩間幸司 

  三橋 要  稲葉 勉                （書記：平山委員） 

 
あいさつ：梅原担当理事 
各種報告：①前回議事録の確認  ②その他 
 
議題 
（１）景観整備機構になるための準備と業務について 

① 湯河原町（温泉櫓と河川の景観資源調査事業（湯河原町助成事業）） 
・先行する中西先生のチームの会合に参加できるようにする。 
・まちづくり会社「癒し場」のサポーター的な位置づけで活動できないか。 
・安全協会の助成事業との相乗りを提案したい。 
・明日(８月２７日)に町役場と調査のための「キックオフミーティング」の予定。 
・予備調査は、平山委員、稲葉委員で行うが、本調査は委員のご協力をお願いしたい。 

 
② 伊勢原市（共同事業２年目の成果品作成と３年目に向けて） 

・最終版未提出。景観計画のコピペでなく、自分たちの言葉で書くよう要望されている。 
・３年目の企画を至急作成し、支部長の承認後、事務局決済し提出予定。 

 
③ 伊勢原市（大山講の実施へ向けて） 

・前回の理事会にて、宗教的な部分があり「オフィシャルな行事にはなじまない」と結論が出た。 
今後は、専門委員会からの報告扱いとなった。 

・斎藤先生の事前勉強会は９月１５日に行う。大山詣では１２月８日～９日。 
・主催は「神事協 景観・まちづくり専門委員会有志」とする。 

 
④ 安全な道空間景観資源利活用調査事業（安全協会女性事業） 

・３００万円と１００万円のコースがあったが、今回自主財源 489,000 円＋助成金 900,000 円＝ 
1,389,000 円で行う。今後こうした助成事業に参加する場合は 前年度に予算措置するべきである。 

   ・調査対象路線（候補案） 
    湯河原町：湯元通り、伊勢原市：駅前再開発地区（開発テーマを提案する絶好のチャンス） 

相模原市：商店街調査から適当な路線 
藤沢市：藤沢宿周辺や村岡東 
横浜市：関内地区のさくら通りやベイスター通り及び周辺の路地 

 
⑤ ⑥ 相模原市協働２事業 

（商店街のまちなみ点検フィールドワーク調査票について） 
 ・調査票を完成させるためのモデル調査を行った。→今後さらにブラッシュアップする。 
 ・本調査は、委員会委員と支部員が協働する形で行う。 
・次年度以降景観整備のモデル提案をしていく予定。 

（商店街アンケート調査票について） 
質問項目について検討した。 

 
（２）その他 

事業ごとの担当（責任者）について 
各事業が多く輻輳してきたので副委員長のほかに事業ごとの担当者（責任者）を決定した。 

    ①小笠原副委員長：湯河原町 
    ②岡崎副委員長：伊勢原市 
    ③須山副委員長：安全な道空間景観資源利活用調査事業（安全協会助成事業） 
    ④大沢副委員長：相模原市                            次頁へ 
 



 
次回委員会開催日程 
平成 29 年 9 月 20 日（水）15：00～ 神事協事務局にて 

 
以上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 

29～30 年度 第 6 回 (一社)神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 

開催日時 平成 29 年 9 月 20 日（水） 会 場 神奈川県建築士事務所協会 会議室 
 

 
出  席  

者 

担当副会長 小澤勝美 

担当理事  梅原義信 

委  員  長 寺本 勉 

副委員長 大沢 匠 須山 愛 小笠原修司 岡崎秀祐 

委 員 平山正義 根岸光司 廿日出頼秀 小島紀雄 藤岡 裕 岩間幸司 

大西智子 三橋 要 稲葉 勉       （書記：根岸委員） 

議 事  

１あいさつ 
・担当理事 横の繋がりを強くして、チームワーク良く業務を遂行して欲しい。 

２前回議事録確認 

 ・景観整備機構になるための準備と業務について①～⑥（前回記録参照） 

 ３本会からの各種報告 

 ・ブロック支部委員会スポーツ大会 11/26㈰ﾄﾞｼﾞﾎﾞｰﾙ横須賀日産ｸﾞﾗﾝﾄﾞ  

 ・日事連全国大会(和歌山)10/6 横浜支部は黒川紀章を巡る見学ﾂｱｰ 相模原支部は奈良･那智 
    ・12/15㈮統括委員長会議：予算に対しての実行を報告義務（委員の参加歓迎） 

 
  ４議題 
 ①伊勢原 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②安全な道空間景観資源 

 

 

 

 

 

 

 ③湯河原 

  

・協働事業 ２年目のものは配布した形で提出済 
      ３年目は来年度に繰り越したい。(理由：伊勢原駅前の再開発がスピードアッ

プしてきたので提案を先にしたい。寺本氏が商店会のアドバイザーをやって

おり、そこに市の職員もいる為、駅前商店会も一緒になってやれそう。安全

協会の道の調査の“人のための道”も入れられそうなので。) 委員長として

はやりたい。･･･→やることに決定 
       
・大山講  9/15の報告(根岸委員記録による)。ビジュアル的メディア的に持っていきた

い。市から衣装を借りることが出来そう。街づくり協議会部会長が古宮氏で

副部会長が三橋氏それに寺本委員長がアドバイザーなので伊勢原の街づくり

ができそう。納め太刀等も借りられそう。商売的なニュアンスは強い。12/8

㈮と 12/9㈯の 2日間の予定を根岸委員が作り、次回委員会で提示する。斉藤

先生にも参加人数を伝えておき資料も用意してもらう。 

 

・11 月に報告会 
・伊勢原は大山道と道標  湯河原は湯本通り 相模原は商店街 70か所(実際は 50箇所) 
 藤沢は藤沢宿？住宅地？ 横浜はさくら通りかベイスターズ通り 横須賀は浦賀道 
       自転車が歩道を走る。道と空家。江の島の参道 
 ※ﾗｲﾌﾀｳﾝは外との繋がりなし。ｺﾐｭﾆﾃｨｰ形成良いのはひばりが丘団地 

・8/21に課長､長谷川支部長､稲葉氏、寺本委員長打合せ 
 湯本通りを中心に調査。来年と再来年も行う。→契約書が廻っているか長谷川氏に確認 
 調印→平山･稲葉氏で土木事務所下調べ作業量を出す。→現況調査･写真を地図にﾌﾟﾛｯﾄ 
 →持ち寄り→まとめ今年度終了(10月～12月で) 来年度にアンケート調査 支部長や委

員の協力を得たい。 
 ※渡辺配管(稲葉氏の友人)が殆どの温泉櫓の管理をしている。 
 やぐらの景観やポンプがレトロ。蒸気の湯気も景観になる。調査に当たっては役所のお

墨付きを持っていきたい（謄本などタダになる為） 



  
 ④相模原 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ⑤藤沢 

 

   ・その後動きなし。湯本氏･赤坂氏･佐々木氏･椎谷氏に声をかけていく。 

         

       （藤岡委員 9/23㈯8:00～16:00箱根の旧山口家の庭にいるので見学可能 

：箱根登山大平台駅真正面） 
                   
 
  ⑥平成 30年度の景観まちづくり専門委員会の事業計画と予算 

    

   Ｈ29年の事業に関して 

    ・まち歩き 3回予定･･･→2回実行 

      1/13㈯ 横須賀浦賀道 浦賀ドック等 担当は小島委員･･･→1月会報に載せる 

      2/10㈯ 大磯            担当は大西・藤岡委員 

    ・研修会は景観整備機構についての勉強会  

      講師は埼玉会か静岡会から実際にやっている所から招く 

 

  ⑦その他 

・ 日事連のまちづくり委員会 ウエブ会で会合（小澤副会長） 

ｱ）景観デザインレビューを日事連で作った。そのｷｬﾗﾊﾞﾝを昨年鶴岡酒田倉敷で開い

たがどこか良い場所はないか。･･･→今年は神奈川はきびしい。新しい街の筑波は？ 

    ・ 本会会報 4月 9月号に神事協の景観委員会は載せた。来年は 2月号以降に大山講･温

泉櫓を載せる。 

・ 10/3㈫10/4㈬大山阿夫利神社の薪能 16時開演 

・ 10/14㈯10/15㈰伊勢原道灌まつり  

 

 

      次回委員会は 10月 16日㈪ 15:00～ 

・商店街調査 
・商店会へのアンケートは作成済、近日発送予定。 
・調査員＆補助員募集･･･→下記で決定 

          9/30㈯ 東林間 ：廿日出、小島、根岸 

          10/14㈯  相模大野：岩間、梅原、岡崎 

          11/19㈯ 藤岡、三橋、小澤、大西 

          12/9 ㈯ 未定 

 

・相模原市の景観整備機構の指定がここ 1～2か月でありそう。 

   ・指定された時に規定が無いと困る。例文及び整備機構のチラシを各委員で検討

（次回までの宿題） 

   



 
 

29～30 年度 第 7 回 (一社)神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 

開催日時 平成 29 年 10月 16 日（月） 会 場 神奈川県建築士事務所協会 会議室 
 

 
出  席  

者 

担当副会長 小澤勝美 

担当理事  梅原義信 

委  員  長 寺本 勉 

副委員長 大沢 匠 須山 愛 小笠原修司 岡崎秀祐 

委 員 平山正義 根岸光司 廿日出頼秀 小島紀雄 藤岡 裕 岩間幸司 

大西智子 三橋 要 稲葉 勉       （書記：廿日出委員） 

議 事  
１あいさつ 

・梅原担当理事より 

 

２各種報告（寺本委員長より） 

①前回議事録確認 

 ②ブロック支部委員会報告 

   ・スポーツ大会 11/26（日）ドッジボール 横須賀日産体育館 

   ・日事連全国大会(和歌山)が 10/6に実施された。 
 
  ３議題 
（１）景観整備機構になるための準備と業務について 
 ①湯河原町（温泉櫓と河川の景観資源調査事業（湯河原町助成事業）） 

・今年度景観資源関連のまとめ。⇨スケジュールアップ 
・来年度４月以降の計画を立案する。 
・支部員はサポートで参加。 
・県西支部に報告する。 

 
 ②伊勢原市（協働事業２年目の成果品作成と３年目に向けて） 

・協働事業（景観ビュースポットマップ） 
２年目のものは配布した形で提出済。３年目は来年度に繰り越したい。 

・伊勢原駅北口再開発に関する調査提言 
    平成３０年秋頃に調査？３０年度の事業として景観整備機構からの予算をあてる。 
    今後の担当者：寺本委員長、三橋委員、岡崎副委員長、計画は平山委員 

・大山講 
宗教的な要素が強いということで、今後は、設計に関っている有志のみなさんで、 

賛同者と共に進めていくことになった。 

・大山講のチラシを作成する。 

・11/13までに参加者の人数を決定したい。 

・12/8午後 3時に集合し、夕食後に大山落語を聞く。12/9 午後 12時に解散。 

・今後のことは、街づくり協議会部会長の古宮氏と相談する。 

・斉藤先生にも参加人数を伝えておき、資料も用意してもらう。 

 

 ③安全な道空間景観資源利活用調査事業（安全協会助成事業） 
  ・６か所の事前アンケートを３月までに行政よりとる。 

   ・４月以降は公開のセミナー検討会を秋口までに実施する。 
   ・歩道、国道（１号線、旧東海道の整備）歩行者専用道路                            

・茅ケ崎市の歩行者と車との関係 
・ライフタウン（黒川紀章が計画）は、教科書通りでもどうかと思う。 
・纏めていく担当者は根岸委員、大沢副委員長、須山副委員長 
・1,389,000 X 0,9 が利用できる≒1,090,000 

 

④相模原市（景観整備機構の指定に関して） 

・別紙資料（景観整備機構事業計画）に基づいて説明があった。 



    
       ⑤相模原（協働２事業の実施について） 
  
  
 
 
 
 
 
          ⑥藤沢市（藤沢市との連携） 

               ・特に進捗無し。 

 

       ⑦大磯町（まちあるきの実施）2/10㈯実施予定。 担当は大西委員・藤岡委員 

        ・旧安田善次郎邸をメイン（公開していない）に２時間はかかる。茶室の賄お茶会がある 

        ・午前中は大隈重信邸、伊藤博文邸を見学後、昼食を杉本でとる。 

        ・一日見学会で昼食代込みの値段４千円で予定。 

        ・港と駅とのつながりを検討？ 吉田邸で集合？ 

        ・特に資料として作成しその中で選択する。 

        ・チラシ及びタイムスケジュールの作成。懇親会は MAX２４名 

 

       ⑧支部キャラバンの実施報告及び今後のスケジュールについて 

        ※まちあるき実施報告のとりまとめについて。 

        ・横須賀市 1/13㈯ 横須賀浦賀道 浦賀ドック等 担当は小島委員 

        ・16:30 までに懇親会を予定。集合時間を県立大学に 12:00頃に設定予定  

        ・懇親会場は、かねよ食堂を予定。 

        ・浦賀道及びドックをまちあるきしたい。 

        ・４時間コースで参加者を２０～２３人位いに。 

        ・チラシ等の作成を１１月後半までに。工程表の作成も同じく。 

        ・参加費の４０００円は今後の検討による。 

 

       (２)平成３０年度の事業計画案及び予算要求案について 

            ・別紙資料に基づいて説明があった。 

            ・平成２９年度は、研修会１回、まちあるき３回の予定であるが、平成３０年度は、            

研修会２回まち歩き２回というのも考えられる。 

             ・平成２９年度の事業に関して 

          まち歩き３回予定･･･→２回実行 

        

       （３）景観・まちづくり専門委員会活動レポート作成と公開について 

        ・次回に検討。 

 

           （４）その他予定 

        ・今年度も景観フォーラムを２月初旬に開催できるか？ 

        ・１月に景観整備機構の勉強会を開催予定、ただし後半の平日とする。 

        ・平塚の整備機構の指定を５月頃に・・・ 

        ・まち歩きの結果を含めて、景観整備機構の指定に向けて支部との調整が必要。 

        ・10/15 委員長・副委員長の会議を、岡崎副委員長の事務所で開催。 

         上記会議の内容は、別紙資料として配布され。説明された。 

 

      次回委員会は  11 月 13日（月）15:00～ 

      次々回委員会は 12 月 18日（月）15:00～ 

 

 

 

   ・商店街調査   9/30㈯   東林間 ：廿日出、大沢、根岸（実施済み） 

        10/14㈯  相模大野：岩間、梅原、岡崎（実施済み） 

        11/19㈯ 藤岡、三橋、小澤、大西（予定） 

        12/09㈯ 未定 

 

   



29～30 年度 第 8 回 一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 

開催日時 平成 29 年 11 月 15 日（水） 会 場 神奈川県建築士事務所協会 会議室 

出 席 者 

担当理事  梅原義信 
委 員 長  寺本 勉 
副委員長  須山 愛  小笠原修司 岡﨑秀祐 
委 員  平山正義  根岸光司  小島紀雄  藤岡 裕 

大西智子  三橋 要  稲葉 勉 
                          （書記：小島委員） 

 
○あいさつ 梅原担当理事 
 
○各種報告 
1.前回議事録の確認 
 
○議題 
（１）景観整備機構の指定に向けた準備と業務 

①藤沢市 
・特に進捗なし 
・担当者の目が士会の活動に向いてしまっている。（スクランブル調査隊、ヘリマネ） 
・新しい切り口を見つけ、提案する。（新しい企画） 

 
 ②横須賀市（浦賀まちあるき関連） 
  ・山本先生のスケジュールを再確認 
  ・横須賀市との共催 
  ・３月の土曜日で再調整（3/3 は×）→12/20 までにチラシを作成する。 
 
 ③大磯町（大磯まちあるき関連） 
  ・実施企画内容の確認 
  ・安田善次郎邸の内部見学はＯＫ（午前 or 午後は要調整） 
  ・職員人件費の検討（全てのイベントで） 
 
 ④湯河原町（景観資源調査事業関連） 
  ・今年度の報告書は重要（町の予算付けに係わるため） 
  ・12/19（火）湯河原現地調査 
    9:00～9:30 集合 16:00 作業終了 その後、忘年会 

名刺入れ（ホルダー）用意 
 
 ⑤伊勢原市（大山講関連） 
  ・参加者 18～20 名くらい（ほとんどが委員） 
  ・タイムスケジュールの確認（斉藤先生参加＋講演＋食事）、費用の確認 
  ・服装は自由 
  ・申し込みは１１月末日まで 
 
 ⑥伊勢原市北口計画（事前情報） 
  ・資料により、全体整備の基本的な考え方を確認 
  ・解体ビルは基礎が残っている状態 
  ・提案はＡ１街区が中心 
 
 ⑦景観整備機構の指定に向けての勉強会 
  ・1/17（水）15:00 集合～17:30 まで。懇親会 18:00～ 会場は神事協会議室にて 
  ・講師：埼玉会 浅野様 ※埼玉会の事例を聞く 
 

次頁へ 
 



 
⑧安全なみち空間景観資源利活用調査事業（安全協会助成事業） 
 ・平成 30 年 4～5 月頃、５か所程度調査予定 
 ・各委員は今月中に調査場所に関する情報を事務局へ集約（→アンケートの実施） 

 
 
（２）その他 
 
 ○次回委員会  12 月 19 日（火）16:00～18:00 ※湯河原での移動委員会 
 

○次々回委員会 平成 30 年 1 月 17 日（水）13:00～14:30 ※終了後、上記⑦の勉強会 
 
 

以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



29～30年度 第 9回  (一社)神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 

開催日時 平成 29年 12月 19日（火） 会 場  ホテル城山（湯河原町）会議室 

出 席 者 

担当副会長 小澤勝美 
担当理事  梅原義信  
委 員 長  寺本 勉 
副委員長  大沢 匠  小笠原修司  岡﨑秀祐 
委  員  平山正義  根岸光司  廿日出頼秀  小島紀雄  藤岡 裕  岩間幸司 

大西智子  三橋 要  稲葉 勉           （書記 藤岡委員） 
議  事  

１．あいさつ 

・小澤担当副会長 、梅原担当理事  

 

２．本日の調査(湯河原温泉櫓景観資源調査)についての報告 

 ①調査報告 

・今回の本格的な調査で、新たな発見がたくさんあり、今後さらに掘りさげ範囲を 

広げていくことで充実した報告が可能である。 

  ・各委員からの感想、意見等報告 

    湯気がほしい、安全性の確保、廃墟利活用、休み所の確保、プレート表示等多数 

 ②調査内容の報告（寺本委員長、平山委員、稲葉委員に、メール添付で送付） 

  ・写真はエクセル写真帳(小笠原委員制作)に貼り付けコメントを記入する。 

  ・その他地図、プロット図、メモ等は、PDF にして、添付する。 

  ・送付期限 2018 年 1 月 15 日までに、各自作成し送付する。 

 

３．各種報告 

 ①大山講の報告 

  ・決算書、領収書等配布 

  ・今回の立上げは、新聞等にも取り上げられおおむね成功。 

  ・来年は、7 月 27､28 日で実施。(小宮旅館、斉藤先生確認済み) 

 ・行衣、納め太刀は、来年もお借りする。 

 ・山頂までの登山も検討する。 

 ・委員会のサイトにアップされているので各自確認する。 

②総括委員長会議での報告 

 ・当委員会の活動内容についてスライドを使って報告を行った。 

 

４．議  題 

(１)伊勢原市ビュースポットマップについて 

  ①２年目の成果品（伊勢原市との調整済み）配布 

   少し保守的な仕上がりであるが、この形で製本し納品する。 

  ②３年目については、３０年度予算の中で行う。 

 

 (２) 安全なみち空間景観資源利活用調査事業（安全協会助成事業） 

  ①各委員からのアンケートをとりまとめている状況である。 

  ②まとめた資料で、各行政にアンケートを取り来年３月中に回収する方向で調整する。 

 

(３) 相模原市（景観整備機構の指定について） 

  ①全体の流れとしては、大きな動きは無い。 

  ②指定に伴う業務等については、理事会を通して承認を貰っている状況 

③組織図、規約案等は委員会を通して詰めを行う。 

④勉強会については、1 月 17 日(火)協会会議室にて開催 (講師：埼玉会浅野氏) 

 ･関係行政の担当課にも参加を呼びかける。 

 ･当日の進行は、別紙次第のように進める。 

 

次頁へ 

 



 

 ･当日の役割分担について 

  司会：須山副委員長、開会挨拶：小澤担当副会長、閉会挨拶：岡﨑副委員長 

  写真：梅原担当理事、ビデオ撮影：小笠原副委員長、懇親会：大西委員･藤岡委員 

  会場担当リーダー：岡﨑副委員長、受付は事務局に依頼、 

   ･1 月 17 日予定：12:30～14:30 委員会・14:30～受付・15:00～17:00 勉強会  

 

(４)大磯まちあるき 

 ①企画内容の説明、確認 

  ･見学日程(集合場所等の再検討･安田邸見学は午後･バス時間等) その他、確認。 

･昼食は、はやし亭事前にメニューを入手し決める。 

  ②吉田邸、安田邸 は、ボランティアガイドを手配(費用は会費から捻出) 

  ③解散から懇親会までの行動について検討、懇親会開始時間は、17 時とする。 

 

 (５)浦賀まちあるき 

  ①資料の確認（3 月 10 日土曜日） 

  ②昼食代については、今回、参加費に含める事を検討している。 

その場合、ポイントカード利用者の昼食の扱いについては、企画委員会･総財務委員会に 

検討を依頼。 

 

(６)藤沢市 

・特に動きなし、動きがあれば報告。 

 

(７)伊勢原市(北口計画) 

①商業のまちづくり協議会の町並み整備部会にて 

   ･露木ビル跡地利用について、提言を検討 

   ･岡﨑副委員長のたたき台提示、概要の説明、1 月 15 日までに感想・意見等を 

    岡﨑副委員長にメールにて提出する。 

 

５．県西支部長谷川支部長あいさつ 

  ･今後の継続事業に結びつくような、成果品の提出をお願いしたい。 

 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



29～30 年度 第 10 回  (一社)神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 
開催日時 平成 30 年 1 月 17 日（水） 会 場  神奈川県建築士事務所協会 会議室 

出 席 者 

担当理事  梅原義信 
委 員 長  寺本 勉 
副委員長  大沢 匠  小笠原修司  岡崎秀祐 
委  員  平山正義  根岸光司  廿日出頼秀  小島紀雄  藤岡 裕  岩間幸司 

大西智子  三橋 要  稲葉 勉          （書記：三橋委員） 
議  事  

１．あいさつ  梅原担当理事 

 

２．各種報告 

 ①前回議事録の確認（小笠原副委員長より） 

②ブロック支部委員会（1/16）からの報告（梅原担当理事より） 

 

３．議  題 （進行：岡崎副委員長） 

（１）景観整備機構になるための準備と業務（７項目）について 

①本日の勉強会の運営について（再確認） 

 ・別紙次第に基づき、進行等の内容を再確認。 

 

②湯河原町（平山委員より） 

 ・資料は揃っているので、杉山菅工、伊藤配管、渡辺配管所の各社に持込み、 

  チェックを受けた上で２～３月で取り纏める予定。 

 

③大磯町（大西委員より） 

 ◇大磯まちあるき 2/10について  － 別紙地図を見ながら行程の確認 

  ・集合場所が遠い。 

  ・吉田邸からの戻り方を検討する。 

  ・アンケートを用意する。 

・大磯駅 9:30集合（バス 9:45 発） 

・昼食は「大磯小学校」バス停で降り、はやし亭へ 

・はやし亭 → 安田邸 → 懇親会場 にてまちあるきを体験 

・空き家を改装した店舗を見学（希望者のみ） 

 

④横須賀市（小島委員より） 

 ◇横須賀まちあるき 3/10について 

  ・市より開催案内の表記（浦賀奉行所）について訂正依頼あり。（×再建 → ○模型） 

  ・旧浦賀ドックは市の了解を得て見学できるようになった。（30分） 

   →市へ参加者名簿を提出する。（2/20 までに） 

・地元横須賀支部の方からの説明をお願いできないか。 

  ・昼食および懇親会場は未定。 

 

⑤伊勢原市（岡崎副委員長より） 

 ・第２次商業のまちづくり協議会・まちなみ環境整備部会へ参加。 

  （資料に基づき、ロードマップ、プロジェクトについて説明。） 

 ・2/19上記部会と合同委員会を開催する。 

（16時～通常委員会、19時～合同委員会 会場：伊勢原シティプラザ） 

 ・資料に基づき、3/11大山マラソンにて実施する街頭アンケートの内容検討。 

   →アンケートを取る場所、対象者を考えて作成したほうがよい。 

   →設問（３）は、伊勢原市全体かどうか不明のため、明確にしたほうがよい。 

   →アンケート実施の目的はぼやけている。テーマを駅前北口に絞り込み、北口 

    再整備に対する意見を聞いたほうがよい。 

   →「伊勢原」らしさが大事なので、答えられやすい質問に。 

   →今後、協議会的なものができたらよいと思う。 

 



 

⑥伊勢原市（寺本委員長より） 

   ・次回の大山講では頂上に登ることを考えている。 

   ・滝行については自己責任の範囲にて検討する。 

 

  ⑦安全なみち空間景観資源利活用調査事業（安全協会助成事業） 
   ・実施に係るアンケートの作成を検討中。 
 
  ⑧相模原市（景観整備機構の指定に関して）（寺本委員長） 
   ・特に動きはなし。 
 

⑨相模原市（協働２事業の実施について）（寺本委員長） 
  ・協働事業（商店街関連）は１年で終了。７０ヶ所の調査は終了した。 

  ・協働事業（空家関連）も本年度で終了。 

 

 ⑩藤沢市（藤岡委員） 

  ・特に動きはなし。市の担当者とは継続して話をしている。 

 

  ⑪支部キャラバンの実施報告及び今後のスケジュールについて 
   ・まちあるき実施報告書は作る必要がある。 
   ・書式を作ってまとめてはどうか。 
   ・平塚キャラバンを早急におこなった方がよい。 
   ・各行政の担当者を再度確認する。 

 

４．その他 

 

（１）次回の委員会開催について 

・開催日程 平成 30年 2月 19日（月） 

会  場 伊勢原市商工会館（伊勢原シティプラザ 4F 青年部活動室） 

16:00～ 委員会 

19:00～ まちなみ環境整備部会との合同委員会 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



29～30 年度 第 11 回 一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 

開催日時 平成 30 年 2 月 19 日（月） 会 場 伊勢原市商工会館 ４Ｆ 青年部活動室 

出 席 者 

 
担当理事  梅原義信 
委 員 長  寺本 勉 
副委員長  大沢 匠  小笠原修司  岡崎秀祐 
委 員  平山正義  根岸光司  廿日出頼秀  小島紀雄  岩間幸司 

  大西智子  三橋 要           （書記：大沢副委員長） 

 
議  事 １．あいさつ  梅原担当理事 
 
     ２．各種報告 
 
      ① 前回議事録確認 
      ② 1/17 勉強会実施報告 
      ② 3/10 大磯まちあるき実施報告 
        ・参加者は 25 名で盛況であった。 

・移動中の迷子が無くて良かった、歩く時の交通注意は必要だ。 
・安田邸の茶室が素晴らしかった、また説明が上手かった。 
・旧吉田邸は観光化しすぎているのが気になった。 
・空き家対策で活用している家は対応が無く残念だった。 
・アンケートは集計して次回発表する。また町にも報告する 

      ④ ブロック支部委員会報告（藤岡委員） 
        ・地引網を鎌倉支部中心に計画している。 
      ⑤ その他 
        ・本部より他団体との対外的事業の報告を求められたので当委員会からは伊勢原市「景観

ビュースポット」の報告を提出した。（寺本委員長） 
          
     ３．議題  
     （1）景観整備機構になるための準備と業務について 
      ① 横須賀市（まちあるき 3/10 の運営について） 
        ・現在申込みは 18 人 
        ・写真係りに小笠原副委員長が指名された 
        ・レポートは今後雛形を作る。またクラウド上に参加者の画像をアップする仕組みを作る 
      ② 湯河原町（温泉櫓と河川の景観資源調査事業～湯河原町助成事業） 
        ・現在まとめ作業に入っている段階である（平山委員、以下同） 
        ・把握されていない櫓が多くありすべて網羅するのは困難と思う。 
        ・不必要な既存配管のリストアップはしたいと考えている。 
        ・ベースマップは改訂の必要があると考えている。 
      ② 伊勢原市（協働事業３年目に向けて） 
        ・「域外の人からの景観マップ」作製で市の了承を得た。契約は新年度。（寺本委員長） 
        ・今回は２年計画とし、初年度はアンケート実施、２年度にマップ製作（寺本委員長） 
        ・市とは定期的に（月１回から２回）打ち合わせを持つ（寺本委員長） 
        ・本件チームには岡崎、三橋、寺本が当たる。（寺本委員長） 
        ・マップは１．２回と同じものでは魅力が無いので工夫が欲しい（大沢副委員長） 
      ④ 伊勢原市（伊勢原駅北口再開発） 
        ・本日このあと１９時より「第２次商業のまちづくり協議会」との合同会議を持つ。 
        ・今後の流れについて（寺本委員長） 
          3/11 街頭アンケート（まちづくり協議会実施） 
          8 月 提案 
          3 月 成果品提出：アンケートまとめ、計画イメージ案（当委員会作成） 
        ・岡崎副委員長作成の計画イメージについて各委員よりコメントをもらう 
         三橋委員より建物に県産材を使うことが出来ないかとの意見がでる。 

・協議会作成のアンケートに対する意見をもらう 



      ② 安全なみち空間景観資源利活用調査事業（安全協会助成事業） 
        ・「事業計画書」を読み合わせ 
        ・今後の流れの再確認 
          3 月  準備 
          2 月中にアンケートを行政に送付する。案は須山副委員長にて作成し各委員に送る。 
          4～6 月 調査実施 調査票のたたき台を大沢副委員長が作成する。 
        ・早急に須山副委員長、大沢副委員長、根岸委員との会合を持つこととした。 
        ・小島委員より道の処理により町が元気になるような提案にしたいとの意見がでる。 
 
 
                                        以上 
 
     
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



29～30 年度 第 12 回  (一社)神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 
開催日時 平成 30 年 3 月 19 日（月） 会 場 神奈川県建築士事務所協会 会議室 

出 席 者 

担当理事  梅原義信 
委 員 長  寺本 勉 
副委員長  大沢 匠  須山 愛  小笠原修司  岡崎秀祐 
委  員  平山正義  根岸光司  廿日出頼秀  小島紀雄  藤岡 裕  稲葉 勉 
                               （書記：須山副委員長） 

議  事  

１．あいさつ  梅原担当理事  寺本委員長 

 

２．各種報告 

 ①前回議事録の確認（寺本委員長より） 

②横須賀まちあるき（3/10）実施報告 → 無事終了。運営協力御礼。 

③ブロック支部委員会報告（寺本委員長より） 

  ・各支部にて『しごと展』の実施が活発になっている。 

  ・地引網大会が 6/9に開催される。是非参加を。 

 

３．議  題 

（１）景観整備機構になるための準備と業務（７項目）について 

①湯河原町（平山委員、稲葉委員より） 

  ・川→稲葉委員、櫓→平山委員にてそれぞれ取り纏め作業を行っている。 

 

②安全なみち空間景観資源利活用調査事業（安全協会助成事業）（須山副委員長より） 

 ◇行政アンケートについて 

 ・3/1に県内各市町村へ送付したアンケートについて、現在 14件の返信あり。 

 

 ◇セミナーの実施について 

 ・横浜市大の三輪先生をお招きし、5/29PM 神事協会議室にてセミナーを開催。 

・講演料は 40,000円前後（交通費込）で了承を頂いた。 

・セミナータイトルは、『保育とみち空間』（仮）にて検討する。 

・産業能率大学の斉藤進先生に 7/27 にて了承を頂いた。（寺本委員長） 

・講演料は 40,000円前後（交通費込）で了承を頂いた。（寺本委員長） 

・セミナータイトルは未定だが、内容は伊勢原北口関連に沿ったものにする。 

（寺本委員長） 

 

   ◇調査の実施について 

    ・調査対象を５か所に決定。（※は各班リーダー） 

（委員会後の調整で相模原商店街を加え６カ所とした。） 

      1.湯河原・・・・・・・・・・・・ 稲葉委員（※）、大西委員 

2.伊勢原・・・・・・・・・・・・ 岡崎副委員長（※）、三橋委員 

3.藤沢宿と枝道、登録文化財・・・ 藤岡委員（※）、小島委員、岩間委員 

4.村岡東・・・・・・・・・・・・ 寺本委員長（※）、小笠原副委員長 

5.戸部 岩亀横丁、戸部通り・・・ 平山委員（※）、梅原担当理事、廿日出委員 

    ・スケジュール 

４～７月  調査実施 

９月    まとめ作業 各地をＡ３×３枚でまとめ、Ａ１に拡大しパネル化 

１０月   セミナー開催 先生からの講評およびワークショップの実施 

１２月   提出物のまとめ 

２月    安全協会へ成果物を提出予定 

※スケジュールおよびＡ３レイアウトは須山副委員長にて用意する。 

    ・本日の内容を踏まえて調査票を修正する。（大沢副委員長） 

※データをまとめておいておくクライド設定準備中（寺本委員長） 

次頁へ 

 



 

③伊勢原市（岡崎副委員長より） 

 ・資料に基づき、2/19に開催した第２次商業のまちづくり協議会・まちなみ環境整備 

部会との合同委員会の開催報告。 

 ・方向性など、今後、自由な発想で提案していく。 

   ・次回は 4/3、19:00から開催 

 

   ※景観ビュースポットマップ３年目申請書作成中（寺本委員長） 

 

４．その他 

（１）次回の委員会開催について 

開催日程  平成 30年 4月 16日（月）15:00～17:00 

会  場  神事協会議室 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



29～30 年度 第 13 回  (一社)神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 
開催日時 平成 30 年 4 月 16 日（月） 会 場 神奈川県建築士事務所協会 会議室 

出 席 者 

担当副会長 小澤勝美 
担当理事  梅原義信 
委 員 長  寺本 勉 
副委員長  大沢 匠  小笠原修司  岡崎秀祐 
委  員  平山正義  根岸光司   廿日出頼秀  藤岡 裕 

大西智子  三橋 要   稲葉 勉  （書記：岡崎副委員長） 
議  事  

１．あいさつ  小澤担当副会長  梅原担当理事 

 

２．各種報告（寺本委員長より） 

 ①相模原市における景観整備機構指定に向けた動きについて 

  ・指定される見通しとなり、現在、市の担当課長などと打合せを行っている。 

  ・今後、市からの条件を順次クリアしていくこととなる。 

②前回議事録の確認（寺本委員長より） 

③ブロック支部委員会報告（寺本委員長より） 

 ・地引網大会を 6/9に開催。是非参加を。 

 ④その他 

 ・業務支援委員会からの業務支援活動における基礎調査アンケートの依頼について 

    → 回答内容の検討作業を実施した。 → 委員長より業務支援委員会へ回答する。 

  ・相模原商店街調査の報告 

 

３．議  題 

（１）景観整備機構になるための準備と業務（７項目）について 

①相模原市（寺本委員長より） 

 ・専門家リストをつくる。（樹木、古民家など得意な分野にジャンル分け） 

 ・情報提供、調査研究 

 ・計画書（※重要※ 出来る事、やりたい事をまとめて提出。） 

   景観重要建築物の指定や提案。景観重要樹木の指定。また、これらの維持、保存 

の提言など。 

例）土木（ダム）、橋（水源地）、明治の用水池 

 石井家や周辺の建物調査 

 昭和～戦後の建物と街路樹の景観で構成される町並み 

 自然景観（３段段丘）八景の棚 

 国道１６号沿い。。。巾幅員、街路樹の景観、郊外ロードの見本、 

 軍都都市の成り立ち 

・組織図案および規程案の内容確認 

→組織図案は、担当支部を運営委員会と横並びに 

 

②伊勢原市（岡崎副委員長より） 

 ・まちなみ環境整備部会においてアンケートを実施中。（途中の集計状況を報告） 

 ・次回、5/16部会にて集計結果が得られる。→5/21 委員会にて報告。 

 

③安全なみち空間景観資源利活用調査事業（安全協会助成事業）（寺本委員長より） 

 ◇行政アンケートについて 

 ・現在 20件の回答あり。 

 ・調査実施日と対象エリアの確認 

1.湯河原（ぶらん市エリア） 5/27 

      2.伊勢原駅北口（駅前商店街） 5/16 

3.藤沢宿 6月末 

4.村岡東（住宅街） 5月 

5.石川町、元町（リバティ通り）6月               次頁へ 

 



 

 ◇セミナーの実施について（寺本委員長より） 

 ・横浜市大の三輪先生をお招きし、『まち保育』をテーマに開催。（5/29） 

 

④湯河原町（平山委員より） 

  ・平成２９年度景観資源調査に係る業務完了届を湯河原町へ提出済み。 

  ・当該調査事業に係る支出（委員交通費等含む）の内訳を確認。 

 

４．その他 

（１）次回の委員会開催について 

開催日程  平成 30年 5月 21日（月）15:00～17:00 

会  場  神事協会議室 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



29～30 年度 第 14 回 一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 

開催日時 平成 30 年 5 月 21 日（月） 会 場 神奈川県建築士事務所協会 ２Ｆ会議室 

出 席 者 

担当理事  梅原義信 
委 員 長  寺本 勉 
副委員長  大沢 匠  須山 愛  小笠原修司  岡崎秀祐 
委 員  平山正義  廿日出頼秀 藤岡 裕   大西智子  三橋 要  稲葉 勉 
                                （書記：平山委員） 

 
あいさつ：梅原理事、寺本委員長 
各種報告： 

①前回議事録の確認 
②その他 
・6 月 1 日総会出席依頼 
・6 月 9 日地引網参加依頼 
・5 月 23 日新規開設「建築士事務所」講習会→現在 9 社の参加申込あり。 
・湯河原調査報告書が完成 

 
議題 
（１）景観整備機構になるための準備と業務について 

①伊勢原市（駅北口の景観まちづくり RJ）（岡崎副委員長） 
・5 月 16 日実施のアンケート集計結果の報告。（委員会にてもアンケート実施した） 
・アンケートの結果を基に総会に向けて提案をしていくので協力してほしい。 
（5 月 23 日の部会にフィードバックするため、委員からアンケート集計に関して意見を求めた中では、 
観光客の意見が少なすぎる、駅の機能強化が大前提では、等の意見が出された） 

 
②相模原市（景観整備機構の指定に係る手続きおよび今後の流れについて） 

・配布資料の説明（寺本委員長） 
10 月頃指定予定。組織図で支部を横に配置。 
人材（過去の勉強会参加者）の名簿掲載については、本人の確認が必要。 
景観整備機構計画（案）を作成した。 

 
③安全なみち空間景観資源利活用調査事業（寺本委員長、須山副委員長） 

・調査状況総括表の作成（対象範囲、テーマ調査項目等の整合を図った） 
・5 月 29 日 検討会の運営について 
司会は根岸委員 
当日対象か所の発表を行い議論する。（三輪先生のアドバイスもいただく） 
案内用の地図と写真 1～2 枚を事務局へ届ける。 
14 時集合、写真担当稲葉委員、懇親会は根岸委員担当「津和野」予定。 

・調査の中で現状の利用実態、かかわる人々の期待することをヒアリングする。 
可能なこと出来そうなことを提言していく。 

 
（２）その他 

次回の委員会開催について 

開催日程 平成 30 年 6 月 18 日（月）15:00～17:00  会場 神事協会議室にて 

以上 
 



29～30 年度 第 15 回 一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 

開催日時 平成 30 年 6 月 18 日（月） 会 場 神奈川県建築士事務所協会 ２Ｆ会議室 

出 席 者 

担当理事  梅原義信 
委 員 長  寺本 勉 
副委員長  大沢 匠  須山 愛  小笠原修司  岡崎秀祐 
委 員  根岸光司  小島紀雄  大西智子   三橋 要  稲葉 勉 
                                （書記：小島委員） 

 
あいさつ：梅原担当理事、寺本委員長 
各種報告： 

①前回議事録の確認 
②ブロック支部委員会報告 
・6/9 地引網大会報告 参加者 220 名 
・青年交流専門委員会 各事業が進行および企画中。 
  ①のぼり旗デザイン募集中  ②既存住宅のリノベーション事業 

③ＢＢＱ大会開催検討中（9/19 愛川） 
 
議題 
（１）景観整備機構になるための準備と業務について 

①相模原市（景観整備機構の指定に係る進捗状況について）（寺本委員長） 
・6/7 相模原市へ申請書を提出した。またこれに附随して、参考文献一覧と事業実施リストの提出が 
求められているため、委員各位においてはこれらの作成に係る協力をお願いしたい。 

 
②湯河原町（平山委員、稲葉委員） 

   ・先般実施した『平成 29 年度景観資源調査業務』に関する報告を湯河原町長へ行う。 
    その際、長谷川支部長にも同行いただく。 
 
  ③横須賀市（小島委員） 
   ・3/10 横須賀まちあるきの報告書の取り纏めを行う。 
 
  ④大磯町（大西委員） 
   ・2/10 大磯まちあるきの報告書は作成済み。 → 今後、大磯町へ提出する。 
 

⑤安全なみち空間景観資源利活用調査事業（須山副委員長） 
・9/18 現地調査のまとめ、意見交換を実施 → 各グループ×３枚（A3 版） 
→ その後修正を行いパネル（A2 版）化する。 

・10/15 講習会を実施。パネル（A2 版）の講評を行う。 
・パネルの内容 → 文献調査、アンケート調査、現地調査（調査票項目を統一（6 ヶ所）） 
・整備ガイドの作成 

 
（２）その他 

次回の委員会開催について 

開催日程 平成 30 年 7 月 17 日（火）15:00～17:00  会場 神事協会議室にて 

以上 

 







29～30 年度 第 17 回 一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 

開催日時 平成 30 年 8 月 20 日（月） 会 場 神奈川県建築士事務所協会 ２Ｆ会議室 

出 席 者 

担当理事  梅原義信 
委 員 長  寺本 勉 
副委員長  大沢 匠  小笠原修司  岡崎秀祐 
委 員  平山正義  根岸光司   小島紀雄  藤岡 裕  三橋 要  稲葉 勉 
                                 （書記：三橋委員） 

 
あいさつ：梅原担当理事、寺本委員長 
各種報告： 

①前回議事録の確認 
②相模原市景観整備機構交付式 8/3 報告（寺本委員長） 
③ブロック支部委員会報告（寺本委員長） 
・7/24 支部長合同ブロック支部委員会を開催。 
・10/20 スポーツ大会 ～江ノ島ウォーキング～ 

④その他 
・10/5 日事連全国大会 ～東京大会・帝国ホテル～（寺本委員長） 
・日事連会誌へ寄稿 8 月号「神奈川の地域景観とまち歩き」、9 月号「景観整備機構等」（寺本委員長） 
・第 13 回湘南邸園文化祭の開催について（小島委員） 

 
議題 
（１）景観整備機構になるための準備と業務について 

①相模原市（今後の進め方と今年度の事業について）（寺本委員長） 
◇第１号  『相談窓口の設置』について 
 ・協会本部へ速やかに窓口を設置し、体制を整える旨を市側へ報告済みである。 

   ◇第６号  『道路景観に関する調査研究』について 
    ・現在取り組んでいる安全協会助成事業を利用する。 
   ◇第７号（1）『普及啓発事業』について 
    ・相模原支部が市と共催で行ってきた『まちなみウォッチング』事業を継続して実施する。 
   ◇第７号（2）『景観に関する情報発信』について 
    ・本会のＨＰや委員会のフェイスブックを活用するほか、別途インスタグラムの活用も検討する。 
     また記事としては、まちなみウォッチングやリバティ大通りの調査研究、まちあるきレポート等の 
     掲載を行っていく。 
   ◇来年度に向けて 
    ・指定を受けたことによるシンポジウム等を今年度中に開催する。（2019 年 3 月（土曜日）開催予定） 
    ・景観要素の特徴に関する勉強会の実施。 
    ・バスツアーの実施。（キーワード：路線バス、青山地区、博物館）→担当：小島委員、寺本委員長 
 
  ②安全なみち空間景観資源利活用調査事業 

◇検討会の実施（根岸委員） 
・10/23 第 3 回の検討会を実施する。 
・テーマは『ランドスケープの視点から「安全なみち空間」を語る』とする。 
・検討会の報告書、レポートを作成する。 

次頁へ 
 



 
 ・時間配分：①菅先生の講演 45 分、②調査進捗状況報告とﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 15 分（5+10）×6＝90 分、 
  ③途中休憩 10 分、④総括 
 ・開催案内完成版を 8/28 までに事務局に納品 → 会誌 9 月号へ同封。 
 ・第 4 回は 12 月もしくは 1 月に開催する。 
◇パネルおよび整備ガイドの作成 
・文献調査、現地調査、ヒアリング調査、行政アンケート調査のパネル（A2 版）化と、それぞれの 

調査内容を分析し、可能性や現状の利点、解決に至る過程や課題を検討し、整備ガイドを作成する。 
・本調査チームリーダーG がパネル、調査票の書式案を整備する。 
（8 月中目処、調整して次回委員会にて提示） 

◇現時点からの作業スケジュールの立案提示 
・本調査チームリーダーG が修正案を整備する。 

     （8 月中目処、調整して次回委員会にて提示） 
 

③湯河原町（平山委員） 
   町側が『平成 29 年度景観資源調査業務』に関する報告書をもとに検討を行っており、その後の長谷川 

県西支部長と町側担当の課長との話し合い結果を待っている状況。 
   今後の調査等を実施する際は、支部との合同で行いたいと考えている。 
 
  ④川崎市 
   白井会長より市へ問合せして頂いたところ、市側として問題はなく、士会との連携をどう図るのかが 
   ポイントとのこと。ついては、対応を進めるべく、川崎、相模原両支部に対して、１～２名程度の委員 

追加を要請する。 
 
  ⑤座間市 
   市の責任者がかわったため、今後改めて、指定に係る要請を行う。 

ついては、対応を進めるべく、座間支部に対して委員選出を要請する。 
 
  ⑥伊勢原市 
   伊勢原駅北口整備計画に対するの提言書（案）について内容を確認。 
 
  ⑦藤沢市 
   進捗は特になし。 
 
  ⑧横須賀市 
   ・3/10 まちあるきの報告書を作成し、横須賀市へ提出した。（小島委員） 
   ・よこすか都市景観協議会が募集を行っている『第 2 回すかまち景観デザイン賞』へ、8 月中を目途に 

委員会として作品を応募する。（担当：寺本委員長、小島委員） 
 
（２）その他 

次回の委員会開催について 

開催日程 平成 30 年 9 月 18 日（火）15:00～17:00  会場 神事協会議室にて 

 
以上 

 
 
 

 



29～30 年度 第 18 回 一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 

開催日時 平成 30 年 9 月 18 日（月） 会 場 神奈川県建築士事務所協会 ２F 会議室 

出 席 者 

担当理事 梅原義信 
委 員 長 寺本 勉 
委 員 大沢 匠  小笠原修司 岡崎秀祐  平山正義  根岸光司 

廿日出頼秀 小島紀雄  藤岡 裕  岩間幸司  三橋 要  稲葉 勉 
                           （書記：稲葉 勉） 

 
○あいさつ： 梅原担当理事 
 
○各種報告： 

・前回議事録の確認 
・ブロック支部委員会は来週 9/25 に開催予定。 
・日事連全国大会が 10 月 5 日（金）に開催される。 
・日事連 9 月 P30～34 に『景観整備機構と安全な道』が掲載される。 

 
○議題 
 
（１）景観整備機構なるための準備と業務について 

・長期的プログラム（３～５年のプラン） 
・古民家等、どんな建物が残せるか調査 
・注目建物探し 
・適応除外の条例整備（大沢副委員長、藤岡委員） 

 
 
（２）安全なみち空間景観資源活用調査事業 

・藤沢宿：藤沢地区郷土づくり推進協議会に出席したときの報告（藤岡委員） 
・住宅地の今 建築協定 村岡東地区調査報告 A3 レポート報告（小笠原副委員長） 
・石川町、元町、河岸通り A3 レポート報告（梅原担当理事） 
・第 2 回安全な道検討会（大山 古宮旅館）商業と観光から空間を考える報告書（梅原担当理事） 

  
A3 パネルセット 

※10 月 10 日までに作成、提出  
→ 第 3 回検討会（10/23 開催）講師を務めていただく菅氏に事前情報として送付する。 

・湯河原ぶらん市 
・伊勢原 
・相模原 
・河岸 （修正） 
・藤沢宿（修正） 
・村岡 （修正） 

    
作成に際しての留意点 
・書式は村岡に揃える 
・タイトル 16 ポイント MS ゴシック 
・文章 12 ポイント MS ゴシック 
・道路種別 → 道路台帳参照するなど 
・検討報告書、考察をつける 

 
〈分析〉 
・安全性 
・見る景観 
・シークエンスな景観 



 
・外的環境 
・地域や道 オリジナル性 
・アンケート調査結果 

 
 
（３）その他 

次回委員会は 10 月 15 日（月）15 時より 神事協会議室にて 
 

以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



29～30 年度 第 19 回 一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 

開催日時 平成 30 年 10 月 15 日（月） 会 場 神奈川県建築士事務所協会 ２Ｆ会議室 

出 席 者 

担当理事  梅原義信 
委 員 長  寺本 勉 
副委員長  大沢 匠  須山 愛   小笠原修司  岡崎秀祐 
委 員  根岸光司  廿日出頼秀  小島紀雄   藤岡 裕   三橋 要 
                               （書記：大沢副委員長） 

 
 
○あいさつ： 梅原担当理事 
 
○各種報告： 

・前回議事録の確認 
・9/25 ブロック支部委員会において、当委員会委員の増員について要請を行った。 
・神事協スポーツ大会が 10/20（土）に開催される。（湘南ブロック・江ノ島ウォーキング） 
・12/21（金）に開催される委員会成果報告会において、当委員会も発表することとなった。 
・よこすか都市景観協議会主催『第 2 回すかまち景観デザイン賞』へ作品を提出した。（小島委員） 

 
○議題 
 
（１）景観整備機構なるための準備と業務について 

①相模原市 
・ホームページの活用推進を図る。 
・先週、『水』をテーマとしたまちなみウォッチングを開催した。 
 
今後 
・注目建物の発掘を行い、来年 4 月までに企画立案する。 
 次回の委員会にたたき台を提出する。（担当：大沢副委員長、藤岡委員） 

   ・ルールのある住宅地域に関する調査を企画。（担当：小笠原副委員長） 
   ・街路樹について市の担当者へ問合せを行う。 
   ・商店街 57 ヶ所の調査の扱いを検討。 
 

②安全なみち空間景観資源活用調査事業 
 ・10/23検討会の次第および申込状況を確認（根岸委員） 

 ・第 4回検討会は 1/15、1/16、1/18のいずれかにて調整する。 

  また講師については、工学院大学の遠藤新氏に打診してはどうか。（寺本委員長） 

・次回の委員会において、報告書の構成、目次、整備ガイド案を事業計画に基づき検討を行う。 

・スケジュール 1月末初版 → 2月末提出         （素案作成担当：大沢副委員長） 

 

③湯河原町  進捗なし 

 

④川崎市   進捗なし 

 

⑤座間市   担当課長とのコンタクトは未了 

 

⑥伊勢原市（協働事業 3年目） 進捗なし 

 

⑦伊勢原市（駅北口の景観づくり PJ提案）（岡崎副委員長） 

委員から、バス動線の詰めが必要との意見および広場に水が欲しいとの意見があった。 

 

 

次頁へ 

 

 



 

⑧藤沢市（藤岡委員） 

   地元の堀内氏（元本陣の家系）とコンタクトした。 

 
（２）その他 

（来年度予算要求について） 
 11/26 までに提出する。 
 
（次回委員会について） 

11/19（月）15 時より 神事協会議室にて 
 

以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



29～30 年度 第 20 回  (一社)神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 
開催日時 平成 30 年 11 月 19 日（月） 会 場  神奈川県建築士事務所協会 会議室 

出 席 者 

担当副会長 小澤勝美 
担当理事  梅原義信  
委 員 長  寺本 勉 
副委員長  大沢 匠  小笠原修司 岡崎秀祐 
委  員  平山正義  根岸光司  小島紀雄   藤岡 裕 

大西智子  三橋 要  （書記 小笠原副委員長） 
議  事  

１．あいさつ 

・小澤副会長 

・梅原担当理事 

 

２．各種報告 

 ①ブロック支部委員会 他の報告 

  ・委員会成果報告会 12月 21日開催。 

  ・関東甲信越ブロック協議会、6月に神事協が幹事で、箱根で開催。 

   2日目の見学会スケジュールを景まち委員会で策定する。 

  ・相模原市の整備機構指定の件を会報かながわ版に載せる予定。 

  ・景まち委員会は来年度理事会直結の特別委員会となる予定。 

 ②前回議事録の確認 

 

３．議  題 

(１）景観整備機構になるための準備と業務について 

   ①相模原市 

    ・相談窓口の設置:神事協ＨＰからリンクを貼る予定 

    ・勉強会の開催:3月の委員会に合わせて開催 

    ・バスツアーは 1月 28日で決定 

    ・住宅生産振興財団では、淵野辺にコモンを持った里山風戸建て団地を開発し、 

来年１月に街開き予定。緑化協定を寺本委員長が策定予定。（情報） 

 

   ②安全なみち空間景観資源利活用調査事業 

     （運営および今後の作業について） 

    ・大沢副委員長から報告書骨子案の説明 

    ・調査対象道路の選定理由を各担当が 200字程度で纏める。(次回委員会まで) 

        ・道路査定図の取得については必要性の高い部分に限定する。 

    ・整備ガイドの一覧表にはチェック印欄追加と３調査地における必要項目洗い出しに 

よる項目も追加する。 

    ・第４回検討会の企画:道の研究家等を各委員が推薦する。１月に実施。(早急に) 

    ・ブランチ市パネル調査報告原稿は修正調整の上次回委員会で再提示。 

    ・整備ガイドライン構成検討: 

3プロジェクト(村岡、河岸通り、ぶらん市)で、今後やりたいことを遂行するため 

に必要な手続き（フロー作成）・手法を整理する。 

 

   ③湯河原町 

    ・町長への調査報告を平山委員のレジメに沿って 11月 21日に行う。 

    ・今後の整備機構指定に向けての方策を検討する。 

 

   ④川崎市の景観整備機構指定に向けた方策検討: 

・川崎支部、建築士会と打ち合せを始めた。 

 

   ⑤座間市の景観整備機構指定に向けた方策検討:進展なし 

 

 



 

   ⑥伊勢原市（協働事業３年目）経過確認:進展なし 

    ・１２月１５日伊勢原市景観シンポジウム参加者：小島、三橋 

 

   ⑦伊勢原市(駅北口の景観づくり PJ提案） 

    ・岡崎副委員長から提言書案の説明 

 

   ⑧藤沢市  

    ・協働事業については進展なし 

    ・支部の「しごと展」での「まちなみ景観課」の参加を検討 2月 9、10日 

 

※指定講習会を３月１８日(月)に開催する 

    

（２）委員会成果報告会（12/21）への対応について 

   寺本委員長が報告予定。極力、委員が参加すること。 

 

（３）来年度予算要求案について 

   30年度予算案に準じて策定する。 

   委員会公式 WEBサイトの管理費用を計上する 

   指定講習会は 3000円／人にて計上する 

 

４．その他 

  ・次回委員会開催日程 平成 30年 12月 17日（月）15：00～ 神事協事務局にて 

   終了後忘年会の予定（幹事：平山委員） 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



29～30 年度 第 21 回  (一社)神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 
開催日時 平成 30 年 12 月 17 日（月） 会 場  神奈川県建築士事務所協会 会議室 

出 席 者 

担当副会長 小澤勝美 
担当理事  梅原義信  
委 員 長  寺本 勉 
副委員長  大沢 匠  須山 愛  小笠原修司  岡崎秀祐 
委  員  平山正義  根岸光司  廿日出頼秀  小島紀雄  藤岡 裕  大西智子 
                               （書記 岡崎副委員長） 

議  事  

１．あいさつ 

・小澤副会長 

 

２．各種報告 

  ・前回議事録の確認 

  ・相模原市景観整備機構は相談窓口の設置に向け準備中。 

   また、バスツアーの下見を来週行う予定。 

  ・川崎市における景観整備機構指定に向けて、現在、建築士会の面々と 

やりとりをしている。 

  ・1/20建築士会にてまちづくりフォーラムが開催される。 

  ・2/15伊勢原市まちづくり審議会が開催される。 

  ・2/11～17横浜支部しごと展開催 

  ・2/9～10藤沢支部しごと展開催 

 

３．議  題 

(１）景観整備機構になるための準備と業務について 

   ①相模原市 

    ◇3/18景観整備機構指定勉強会を開催 

     （内容） 

      ・整備機構指定を取得した記念および報告会として 

・整備機構とは 

・一般会員にも呼びかける 

・熊澤酒造・熊澤氏の講演会をＭＯＫＩＣＨＩで行ってはどうか。 

 

   ②湯河原町 

    ・温泉櫓の調査報告のため、11/21 に湯河原町長と面会した。 

    ・町長から温泉談義を聞いた。 

    ・今後も調査等継続の意向を頂いた。 

    ・町長との面会議事録を今後取り纏める。 

 

   ③座間市 

    ・進捗なし 

 

   ④伊勢原市 

    ◇12/15景観まちづくりシンポジウムに小島委員が出席。 

      一部：写真コンクールの授賞式 

      二部：景観資源の登録候補を選ぶワークショップ 

    ◇駅前再整備について（まちなみ環境整備部会からの提言書について） 

     ・提言書の内容について、市より修正の要望があった。 

     ・提言は提案に変更する等々、修正して進めている。 

     ・パース（絵）は関係者に対して刺激が強いので掲載を控えてほしい。、、、 

一部市長などに向けた提案書には添付してＯＫ 

 

次頁へ 

 



 

   ⑤横須賀市 

    ・『第２回すかまち景観デザイン賞』にて、浦賀道が候補に上がっている。 

 

   ⑥藤沢市 

    ・藤沢支部しごと展で景まちセミナーを予定（2/10） 

・以前つくった整備機構のパネル 3枚展示する 

 

（２）安全なみち空間景観資源利活用調査事業 

    ・グループごとに、みちの選定理由を提出いただきたい。 

    ・行政アンケートや文献のまとめ → Ａ４でまとめる。 

        ・行政へのヒアリング → 藤沢宿・湯河原ぶらん市・川岸通り 

    ・報告書の骨子案について説明（大沢副委員長より） 

    ・第４回セミナー検討会  ６カ所の発表と評価（講師を呼ぶ） 

 

４．その他 

  ・今後の委員会開催は原則、第３週の月曜日とする。 

・次回委員会開催日程 平成 31年 1月 21日（月）15：00～ 神事協事務局にて 

  ・来年 6/22に行われる日事連関東甲信越ブロック協議会の県内バス視察に 

   協力する。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



29～30 年度 第 22 回  (一社)神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 
開催日時 平成 31 年 1 月 21 日（月） 会 場  神奈川県建築士事務所協会 会議室 

出 席 者 

担当副会長 小澤勝美 
担当理事  梅原義信  
委 員 長  寺本 勉 
副委員長  大沢 匠  須山 愛  小笠原修司 
委  員  根岸光司  廿日出頼秀 小島紀雄  藤岡 裕  三橋 要  稲葉 勉 
                               （書記 須山副委員長） 

議  事  

１．あいさつ 

・小澤副会長 

 

２．各種報告 

   ◇各種確認（前回議事録、年間スケジュール、来年度予算要求案） 

   ◇日事連関ブロ協議会の県内バス視察（6/22）への協力について（小澤副会長より） 

    ・参加予定は 60名程。 

    ・当日の行程は、宿泊先（箱根湯本）→ 大磯（吉田邸など）→ 大山参拝を予定。 

      → 三橋委員、藤岡委員、大西委員に協力依頼がなされた。 

   ◇第２回すかまち景観デザイン賞の受賞について（小島委員より） 

浦賀道まちあるき（浦賀道と浦賀のまち）が、第２回すかまち景観デザイン賞の 

市長特別賞を受賞した。 

    授賞式は 2/17の 13:30よりヴェルクよこすかにて。大沢副委員長と小島委員が出席。 

  → サイトを整備する。 

 

３．議  題 

(１）景観整備機構になるための準備と業務について 

   ①相模原市 

    ◇1/28市内バス視察の行程を確認。 

9:30集合（相模大野駅北口もしくは相模女子大正門前） 

16:30終了予定。 

17:00～19:00 懇親会 

◇3/18景観整備機構指定勉強会を開催 

     （内容） 

      ・熊澤酒造・熊澤氏の講演会をＭＯＫＩＣＨＩにて案 → ＮＧ 

・会場は相模原市周辺でどうか。 

・講師を女子美大の飯村教授へ打診。 

・相模原市の公報に掲載されるので、参加者が増える可能性がある。 

・会誌２月号への同封を目指す。 

 

   ②湯河原町 

    ・11/21湯河原町長と面会記録を平山委員にて作成中。 

 

   ③伊勢原市 

    ◇駅前再整備について（まちなみ環境整備部会からの提言書について） 

     ・提言書が完成し、今後、市長へ提出する予定。 

     ・来年度は、市の担当者をメンバーに加えていただくよう市側へ要望している。 

     ・今後は、寺本委員長が市民有志として活動する予定。 

 

 

 

 

 

次頁へ 

 



 

   ④藤沢市 

    ・2/10の 14:30 より『藤沢の景観と街並み』をテーマとした講演を寺本委員長が行う。 

・内容をどうするか。→ 藤沢宿の堀内氏をお呼びする。 

・進行は藤岡委員。 

・出席は藤沢支部より４名と大沢副委員長。なお、市側からの参加はなし。 

・以前つくった整備機構のパネル 3枚展示する。2/6 藤岡委員にて事務局へ受取り。 

    ・プロジェクターを用意する。 

 

（２）安全なみち空間景観資源利活用調査事業 

    ・現状のＰＤＦ版を委員全員に送付し、各自チェックバックを。 

修正分をワードもしくはエクセルのデータにて１月中に事務局へ。 

    ・1,500部印刷し、配布できるようにする。 

        ・整備ガイドをもっと詳しく。３地区（河岸、藤沢宿、湯河原ぶらん） 

    ・大沢副委員長にてフローを作成。各担当に送付するので、です、ます調で。 

    ・調査結果、提案の再提出は１月中に事務局へ。 

    ・第４回セミナー検討会講師のサンフランシスコ論文を入れる。 

    ・整備ガイドの表紙と裏表紙を作成する。 

    ・今後のスケジュール 

１月末までに上記を事務局へ提出。 

       ↓ 

２月中：安全協会へ仮提出 

 ↓ 

      ３月：戻り分の修正 

       ↓ 

      ３月末：本提出   皆様ご協力をお願いします！ 

 

４．その他 

  ・「柴原邸」の見学会開催案内（大沢副委員長より） 

・「つなぐ森淵野辺プロジェクト」の案内（寺本委員長より） 

  今夜 23:00より 7ｃｈのＷＢＳで取り上げられる。 

・次回委員会開催日程 平成 31年 2月 14日（木）15：00～ 神事協事務局にて 

 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

29～30 年度 第 23 回 (一社)神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 

開催日時 平成 31 年 2 月 14 日（木） 会 場 神奈川県建築士事務所協会 会議室 

出 席 者 
担当理事  梅原義信 

委 員 長 寺本 勉 

副委員長 小笠原修司 岡崎秀祐 

委 員 根岸光司  廿日出頼秀  小島紀雄  藤岡 裕  大西智子  三橋 要 

（書記：根岸委員） 

議 事  
１あいさつ 
・担当理事 横浜仕事展開催中 

 

２各種報告 

① 前回議事録確認 

・第 22回議事録確認 

藤沢の景観と街並みの講演には堀氏は来れず、寺本委員長のみ。 

安全なみち空間資源利活用事業は契約上 3/21 までに実施報告書 

②1/28相模原バス視察実施報告 → コメントまとめ配布 3枚参照 

③ブロック支部委員会報告 

・地引網 4/27（土） 来年は五輪で出来ないかも？ 

・新規開設者講習 2/26 13:30～ 

・青年委員会は青年部になる予定。50歳限度で。 

委員長が理事？→3/11 ﾌﾞﾛｯｸ委員長会議で話し合い。 

景観まち委員会は特別委員会になる予定 

・3/18（月）の景観整備機構勉強会に委員は申し込むこと 

④その他 

・来年度予算、１割削減要請あり。→ 同意。 

・5/20理事会が急遽開催されるため、景まち委員会は 5/21（火）15:00～に変更。 

・横浜市大 YCUスクエア空き家のオープンイベント 2/15（金）14:30～ 

３議事 
①相模原市 

・3/18㈪指定勉強会 
○10 時より現地で景まち委員会を開催する。 
○行政の反応が良い。（申し込み多数：但し行政からは会費がとれない） 

      〇参加者を 40 名以上集めないといけない。→ 士会や各支部へ周知を頼んで欲しい。 
      〇プログラムは寺本委員長が作成したが平山委員にも講義いただく。 
      〇懇親会は駅周辺で（寺本委員長手配） 
        ・相談窓口→年度内設置予定 
        ・情報発信：サイトに掲載予定、アーカイブの整理 
        ・まち歩きは 2 回予定 

1. 早川・小田原 ：5 月 
（ → 3 月末にまち歩きのチラシ：藤岡･大西･廿日出で行程案作成） 

2. 逗子・葉山  ：10 月 
  

②安全な道空間景観資 
（運営及び今後の作業について） 

・整備ガイドライン：単独の冊子となれるような 
1.表紙 2.目次 3.概要 4.事例ﾌﾛｰ 5.手続き人のつながり 6.調査した結果による 

・今後の予定：2/18（月）9:00～12:00     神事協会議室 
3/2  （土）10:00～18:00  寺本委員長事務所 ㈱ＴＥＲＲＡデザイン 

                         （中区太田町 5-69 山田ビル 203-2） 
 

次頁へ 

 



      
・現在までの文書で気の付いた所 
  ○目次：街づくりガイドライン → 整備ガイド 

２．検討体制 → 後方へ移動 
  ○4-1  ：行政アンケート 20 行政体より回答 ･･･ 18 しかないので合わせる 

○同上アンケートで記載ないものは無記入を入れる。 
○同アンケートで藤沢市の所属部署名誤りを修正する。 
○活用事例は説明書き → 選定理由 → 一覧表 → 本文 → 形式を統一する。 
○８．利活用整備ガイドは独立させても成り立つような分冊スタイルに。 

 
③湯河原町の景観整備機構 指定に向けた方針検討・・・進捗なし 

 
④川崎市の景観整備機構 指定に向けた方針検討・・・・大きな動きなし 

 
⑤座間市の景観整備機構 指定に向けた方針検討・・・・そのまま 

 
⑥伊勢原市（協働事業 3 年目）経過確認 32 カ所の景観ﾎﾟｲﾝﾄ有 まちづくり審議会 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 2 年内に戻るか 
 

⑦伊勢原市（駅北口の景観づくりＰＪ提案）明日 2/15 商業のまちづくり協議会 
 

⑧藤沢市（藤沢市との連携）経過確認 進展なし 2/9～/10 藤沢仕事展 
 

⑨支部キャラバンの実施報告 ･･･→パス 
 

 次回委員会は 3月 18日（月）10:00～ 

  景観整備機構指定勉強会も 3/18（月）13:30～ 

  場所：相模原市民会館第 1中会議室 

寺本委員長の考えの整備ガイド 



29～30 年度 第 24 回 一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり専門委員会 議事録 

開催日時 平成 31 年 3 月 18 日（月） 会 場 相模原市民会館 第１中会議室 

出 席 者 

担当副会長 小澤勝美 
担当理事  梅原義信 
委 員 長  寺本 勉 
副委員長  大沢 匠  小笠原修司  岡崎秀祐 
委 員  平山正義  廿日出頼秀  小島紀雄  藤岡 裕 

  大西智子  三橋 要   稲葉 勉          （書記：廿日出委員） 
 
１．あいさつ 
 ・担当副会長 専務理事の慰労会が先日行われ和やかに終了した。 
 
２．各種報告 
 ①前回議事録の確認 
  ・第 23 回議事録の確認 
 ②2/17 すかまち景観デザイン賞受賞報告 
  ・市長特別賞を受賞その報告と冊子の説明 
 ③ブロック支部委員会報告 
  ・4/27(土)片瀬海岸での地引網について 
  ・役員組織の変更及び理事の増員について 
 ④その他 
  ・2/15 伊勢原市の会議で第２東名のジャンクション等の看板について 
  ・大山地区を景観整備地区に指定する予定について 
 
３．議題 
 ①相模原市 
  ・3/18 指定勉強会の進行について 
  ・シンポジウムの開催予定は 4 月以降 
 ②安全なみち空間景観資源利活用調査事業 
    ・3/2 グループリーダーと委員長事務所にて打合せ 次回の会議で説明 
  ・地図の貼付は著作権の関係で作り直す予定 
 ③小田原まちあるきの実施について 
  ・小田原市歴史的風致維持向上計画（概要版）を参考に７㎞コースで検討 
  ・6/8(土)箱根登山鉄道、箱根板橋駅改札前 9：00 集合 
  ・前日(神事協総会後)藤岡氏設計施工工事管理物件(場所大平台駅近く)に宿泊 
 ④湯河原町の景観整備機構指定に向けた方策検討 
  ・進捗無し 
 ⑤川崎市の景観整備機構指定に向けた方策検討 
  ・資料 3 による説明 
 ⑥座間市の景観整備機構指定に向けた方策検討 
  ・年明けから 1 年プランで計画提出する 
 ⑦伊勢原市(協働事業 3 年目)経過確認 
  ・２次５年間の検討が修了 
  ・委員長は商業のまちづくり協議会で、北口南口商店街の気概がつかめた 
  ・平山委員よりヨーロッパのまちづくりの例について説明があった 
   (その町の都市計画について知りたければ(ある１カ所で)そこに行けばその町の将来の模型等が 
    展示してあり都市計画のすべてがビジュアルに理解できる仕組みとなっていた） 
 ⑧伊勢原市（駅北口の景観づくりＰＪ提案）経過確認 
  ・進捗無し 
 ⑨藤沢市（藤沢市との連携）経過確認 
  ・進捗無し 
 

次回委員会は４月１５日（月）ＰＭ３：００～５：００ 協会会議室 
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